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Yと Ni,Co,Fe,Mnとのいろいろな成分比の金属間化合物は多 くの興味ある磁

性を示す｡H YMn14 と YMn2は反強磁性を Y6Mn23はフェ リ磁性を示 している｡

Y･Niと Y-Co 金属間化合物では Yの成分の増加と共に強磁性が弱 くな り､ YNiS

と YC02で常磁性になるが､ YNi3,YさNi7と Y9C07 では強磁性が再出規する｡

YC02と Y2Ni16はメタ磁性を示 し､YC02と YMn2は帯磁率の温度変化に極大を示

し､Y2Ni丁は有限温度区間で強磁性 (熟自発強磁性)を示 している｡またY9CoTは

低温で強磁性から超伝導への転移を示す｡ 他方､Y-Feでは､ くY2FelJBを除き)

Yの成分が増加するとキュリー温度 T｡は高 くなるが Fe原子あたりの平均の磁

気モーメン トは減少 している｡ Y2FelTはインバー異常を示す｡これらの興味ある

性質は NJ',Co,Fe,Mnの 3dバン ドと Yの 4dバン ド間の混ざ りによる全体及

び局所的な状態密度の特有の形とフェル ミレベル EFの位置によって説明,Sれる｡

我々は複雑なユニッ トセルを持っている Y2M17,YM3(rl=Ni,Co,Fe)YMS,Y2M7

(M=NJ',Co),Y6M23(M=Fe,Mn),Y9Co丁などの金属間化合物について局所的及び全

体甲状態密度を､リカージョン法を用いて計算 し､その計算結果に基づいてこれ ら
の金属間化合物の磁性を説明 した｡ 日 計算きれた状態密度の主な特徴は次のよう

である｡ エネルギーの低いバン ドは主に Ni,Co,Fe,Mnの 3dバンドによるも

のであり､ 高いエネルギーのバン ドは主に Yの 4dバン ドによるものである｡低

温電子比熱の係数 γ の計算値は実験値より小さくこの差は電子格子相互作用によ

るものと考えられる｡ Y2Ni7と YNi3の弱い嘘磁性の再出現は比較的大 きな γの

･値と対応 している｡ NJ',Co,Fe,Mn庶子上の平均の磁気モーメン トは実験値に近

い値がえられる｡ 同等でない格子点上における Ni,Co,Fe原子の局所的磁気モー

メン トも計算きれ､中性子線回析による実験値とよい一致を示 している｡と:Fでの

状態密度の値が大 きい場合にはスピンゆらぎの効果を考慮 し､またかな り大きい軌

道常磁性帯磁率の寄与も考慮 して､帯磁率 x の温度変化を説明することができる｡

高磁場帯磁率 x hrや自発体積磁歪 W,も計算され､Y2Fe17と Y6Fe23について

は大きな値がえられている｡ Y2Fe17のインバー異常はこれらの結果によって説明

できる｡ .Y2Ni16のメタ磁性転移も計算きれた状態密度か ら容易に説明することが

でき予. 結局､これらの特徴的な磁性は遍歴電子模型で説明される｡ 特に Y-Ni
では EFにおける状態密度の型が微妙であ り､ いろいろな磁性を示す原因になっ

ている｡ Y2NJ'17の弱い強磁性はeFにおける状態密度のピークによって､ YNi5

の常磁性は eFにおける低い状態密度によって､Y2Ni7の熟自発強磁性は eFが

状態密度のピークの肩の所に くることによって､ YNi3の非常に弱い強磁性は EF
におけるするどいピークによって説明される｡ Y･Co系では､Yの増加と共に高い

状態密度による強い強磁性から弱い強磁性に変化 している｡ Y-Fe系では EFに

おける高い状態密度によって強磁性を示 し､ また Tc以上ではキュリー､ ワイス

別を示 している｡Y2Fe17のインバー異常は多数スピンの eFにおける高い状態密

度によって説明され る ｡

Y2Ni丁については計算きれた状態密度を用い､'ス ト-ナー模型によって x の温

度変化を計算すると､ x は極大を示 し､適当な分子場係数の値によって二つの温

度 T,と Tcにおいて安定なス ト-ナーの強磁性条件を満足する｡ この Tsと Tc

の問で強磁性を示 し､ 磁気モーメン ト Mの温度変化も求められ､大体実験結果と
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似た結果がえられた｡ 常磁性のときの EFは状態密度の小さなピークのすぐ左肩

のふ くらんだ所にあり､ この特殊な状態密度の形が Y2Ni7の穀自発強磁性出現の

L重要な条件になっている｡ exchangesptittingを Mで展開 したときの Mの係数

al=l/x 8(T)は極小を示すにも.かかわ らず M3 の係数 a3は小さな正の値になっ

ている｡ Y2Nl'7では a3の値が小きいのと TSと Tcが低いためにスピンゆ らぎ

の効果は熟自発強磁性出現にはあまり重要ではない｡ Y9CoTでは､Yのサイ トに入

った余分の Co原子上及び C軸上の一部の 2bサイ ト上にある Co原子上の局所

状態密度は eF においてかな り大きくな り､ 強 くenhance きれた常磁性ある

いは局在磁気モーメン トも出現 しうると考えられる｡完全な結晶では強磁性を示す

ことは困発のよう_に思われる｡ 出来 るだけ完全な試料で帯磁率､ NMR等の測定が

なされることが望 まれる｡
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